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新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
か
ら
は
じ
ま
る

大
学
生
活
が
充
実
し
た
、
実
り
の
あ
る
４

年
間
に
な
る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

小
誌
『H

akum
on

ち
ゅ
う
お
う
』
を

お
読
み
い
た
だ
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

本
号
に
は
、
大
学
生
活
を
お
く
る
う
え
で

の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）
が
沢
山
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
方
は
是
非
、

お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
道
標
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま

す
と―

。
本
学
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
鈴

木
敏
文
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、「
最
善
を
尽

く
す
」「
諦
め
な
い
」、
そ
し
て
「
チ
ャ
ン

ス
は
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。

（
だ
か
ら
）
挑
戦
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
」
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

学生記者が取材・編集する大学広報誌

　

法
学
部
の
『
や
る
気
応
援
奨
学
金
』
を

活
用
し
て
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体

験
し
た
Ｏ
Ｇ
は
、「
若
者
よ
、
外
へ
出
よ
」

「
外
に
は
魅
力
的
な
人
が
沢
山
い
る
」
と
、

〝
坂
本
龍
馬
〞
流
に
広
範
な
視
野
に
立
っ

て
活
動
す
る
よ
う
後
輩
達
に
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
相
撲
部
出
身
で
元
大
関
出

島
の
大
鳴
戸
親
方
は
、「
流
し
た
汗
は
嘘

を
つ
か
な
い
」
と
努
力
の
重
要
さ
を
説
い

て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
で
す
が
、

自
ら
の
力
で
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
、
切

り
開
い
て
得
た
箴
言
だ
け
に
重
み
が
あ
り

ま
す
。
私
は
、
そ
の
共
通
軸
と
し
て
、
楽

し
さ
だ
け
を
求
め
て
い
た
の
で
は「
実
り
」

に
つ
な
が
ら
な
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
感
じ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ヒ

ン
ト
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

（
編
集
長　

伊
藤
博
）
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歴史で辿る中央大学歴史で辿る中央大学歴史で辿る中央大学
　今年125周年を迎える中央大学。125周年の歴史の中には、様々なエピソードが存在します。中央大学創
立125周年記念サイトでは、「歴史で辿る中央大学」として、本学の歴史にまつわるエピソードを紹介して
います。今まで知らなかった中央大学の新たな一面を発見してみてはいかがでしょうか？

　125周年記念サイトではこの他に、「わたしと中央大学」というコンテンツで、各界で活躍中の本学にゆ
かりのある方のエピソード紹介や皆さんからのエピソード投稿も受け付けています。ぜひ、皆さんのとっ
てきおきのエピソードを投稿してみてください。
　詳細は、中央大学創立125周年記念サイトをご覧ください。

中央大学創立125周年記念サイト　http://chuo125.jp

中大ヒス
トリー

軍政の圧力に屈せず 吉田久

＊１：政府方針に反対する候補に投票しにくい状態や反対候補が立候補しにくい状況で行われる選挙。
＊２：大政翼賛会（翼賛政治体制協議会）などによる推薦を受けない候補者。

［ Society ］  白門を開いて 1945
“昭和20”

Time Machine Topics    ［終戦］
8月14日、閣議においてポツダム宣言の受諾を決め天皇に上奏。同日受諾を連合国側に通告し、翌15日国民に発表された。
9月2日米戦艦ミズーリにて降伏文書に調印。

吉田久

東京法学院大学を1905年卒業。検事・検察官・判事などを歴任し、大審院部長判
事に就任。1942年東條内閣の翼賛選挙（＊１）に際し、鹿児島選挙区で落選した非
推薦候補者（＊２）の選挙の無効を求める訴えに対し、1945年3月戦況が逼迫する中、
政府の圧力に屈せず選挙無効の判決を下した。後、職を辞したが、終戦まで特高警
察の監視下にあった。中大では戦前から講師を務め、そのほか理事、学長事務取扱、
大学院長を務めた。思想的には保守派であったが、ファシズムや権力の横暴を嫌い、
いかなる思想も暴力で弾圧されてはならない、という信条の持ち主だった。1971
年没。享年88。
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